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盗難自転車持ち主へ返る 

8月 30日(水)、中村慶太氏のパリ

在住の友人、向井氏(後方右側)が久

しぶりに帰国し、綾瀬川でカヌーに

乗ってゴミ拾いをしてくれました。そして、蒲生船着場付近の川の中に投棄されて

いた 2台の自転車引き上げも手伝ってくれました。110番通報で越谷警察署の原口

巡査に引き渡しました。盗難届が出されていて、すぐに持ち主に返すことが出来ま

した。警察との連携がとてもスムーズにいって気持ちの良い体験でした。越谷警察

の対応の素早さに感謝いたします。 

危険物、鉄骨角材の引上げ成功 
9月 3日(日)、秋の気配を感じる晴天の

日、会員 14名が谷古宇橋・蒲生大橋間約 3

ｋｍの浮遊ゴミ回収活動を実施しました。 

佐藤、古田、松下、小峰、荻原、井坂、

相原、田中照郎・志門・按志親子、矢部、

石田、仲西、中島のメンバーでビニール袋

5袋分を回収しました。蒲生大橋下流側の

水中に突き刺さった 1.5ｍ鉄骨角材も引上

げに成功しました。何度か乗り上げて転覆

しそうになったことがありましたのでとて

も良かったです。次回は、かさね橋下の投

棄自転車、槐戸橋付近のキッチンワゴン台の引き上げ作戦を考えています。 



草加宿祭礼「草加もみ」と綾瀬川 
9月 2日(土)、3日

(日)に「神明宮祭

礼」が執り行われま

した。草加宿は、こ

の 400年間、奥州・

日光道中の宿場町と

して栄え、江戸時代

中頃に手代町の魚屋

河岸、神明町の札場

河岸、蒲生の藤助河

岸が出来、草加と江

戸の交易で発展して

きた歴史がありま

す。草加宿には『草

加もみ』と呼ばれる

独特な神輿のもみかたがあります。船頭の動作や掛け声を模したストーリー性のあ

るもみかたです。写真は「まわれ、まわれ」の動作で、舟の方向転換、流れや渦に

負けるな・・・という動作を表現しています。 

 今、私たちが「綾瀬川の再生」を願ってゴミ拾い活動を実施していますが、これ

は、自然文化と歴史文化を再生する大事な取り組みであると言えるでしょう。 

 

中型の和舟が出来るぞ ! 
現在、草加市役所所有の「矢立」と

中根和舟の会所有の「百代」の二艘が

観光和舟として、月一回の定期運航を

しています。 

中根和舟の会は、草加市からの補助

金を受け、櫓を漕ぐ船頭さんを育成す

るための中型練習船の制作を始めまし

た。写真は 8月 30日現在の進捗状況

です。すっかり和舟の形が出来上がっ

てきています。今、仕上げの真っ最中

です。これからも、草加パドラーズは

綾瀬川の再生で連携して参ります。 

 

《新入会員紹介》どうぞよろしくお願いいたします。 
仲西 裕 氏が会員になりました。矢部正平氏、石田雅弥氏と友人で、毎土・日に

「草加松原」のゴミ拾い活動をしていたことが縁で入会してくれました。若い人た

ちの活躍に大きな期待を寄せています。 


